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会長あいさつ 

 

総務省「自治体戦略 2040 構想研究会」の報告書を読んだ。この研究会は、わが国が本格

的な人口減少と高齢化を迎える中、自治体が行政上の諸課題に的確に対応し、持続可能な形

で、質の高い行政サービスを提供するため、高齢者（65歳以上）人口が最大となる 2040年

頃の自治体が抱える行政課題を整理し、バックキャスティングに今後の自治体行政のあり方

を展望し、早急に取り組むべき対応策を検討することを目的としている。この報告書は、自

治体行政について、（１）個々の市町村が行政のフルセット主義を排し、圏域単位あるいは

圏域を超えて有機的に連携することによって，人びとの暮らしやすさを保障していくこと、

（２）都道府県・市町村の二層制を柔軟化し、地域に応じた行政の共通基盤の構築を進めて

いくこと、（３）公・共・私のベストミックスで社会課題を解決していくこと、（４）自治体

が個々にカスタマイズしてきた業務プロセスやシステムを大幅に標準化・共同化すること、

さらには ICT の活用を前提とした自治体行政を展開する必要があると述べている。 

精神保健は、この数十年で多様化が進み、行政事業のメニューも多様になった。例えば、

うつ病対策、認知症疾患対策、さまざまな依存症対策、てんかん医療ネットワーク構築、自

殺対策、犯罪被害者支援、災害支援、生活困窮者支援等である。いずれも重要な課題であり、

社会のさまざまな側面に精神保健が取り込まれることはすばらしいことであるが、本格的な

人口減少社会の中で、精神保健活動を持続的に展開していくための戦略と拠点を明らかにす

る必要があるだろう。本協議会としても、会員である精神保健福祉協会とともに、公・共・

私のベストミックスで精神保健活動に取り組んでいく戦略づくりに知恵を絞りたい。 

 さて、さまざまな方のご支援を得て、本協議会は、世界保健機関（WHO）の“Preventing 

suicide-A community engagement toolkit”の日本語訳「自殺を予防する：地域の取り組み

を促進するためのツールキット」を公開した。このツールキットは、WHOが多部門による包

括的な自殺予防戦略の発展や強化を各国に推奨し、支援することを目的として作成した世界

自殺レポート“Preventing suicide: A global imperative”（日本語訳「自殺を予防する：

世界の優先課題」）の続編とも言うべきもので、世界自殺レポートに記載された「地域は自

殺予防において重要な役割を果たす」を地域の中で実現する道筋を示したものである。この

ツールキットが、各地の自殺対策の計画づくりや活動の発展に役立てられるとともに、その

活用が、人口減少社会における精神保健戦略につながることを期待している。 

 最後になりますが、西日本豪雨、北海道地震の被害にあわれた皆さまにお見舞い申し上げ

ます。 

 

 

一般社団法人全国精神保健福祉連絡協議会 

会長 竹島 正 

（川崎市精神保健福祉センター所長） 
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全国精神保健福祉連絡協議会 理事会・総会報告 

 
 平成 29 年度の全国精神保健福祉連絡協議会の理事会・総会は、平成 29 年 10 月 19 日（木）

に滋賀県において開催された。 
 この総会では、平成28年度事業報告、収支決算、会計監査報告、平成29年度事業計画（案）、

収支予算（案）、平成 30 年度事業計画（案）、収支見込（案）が承認された。 
 
平成 28 年度 事業報告書 
 
平成 28 年度においては，本会の事業を推進するため次のことを実施した。 

1. 総会の開催 
               （平成 28 年 10 月 12 日（水） 群馬県） 
2. 常務理事会及び理事会 
   常務理事会       （平成 28 年 7 月 29 日（金）   東京都） 
   理 事 会       （平成 28 年 10 月 12 日（水）  群馬県） 
   第 2 回理事会            （平成 29 年 1 月        電子上） 
3. 第 64 回精神保健福祉全国大会への参加及び精神障害者の絵画作品の展示           
               （平成 28 年 10 月 13 日（木） 群馬県） 
4. 「ミニレクチャー」「懇話会」の開催 

（平成 28 年 10 月 12 日（水） 群馬県） 
   ミニレクチャー①「地域のストレングスを活かすための精神医療の俯瞰」 
            国立精神・神経医療研究センター 

精神保健研究所 精神保健計画研究部長 山之内芳雄 氏 
   ミニレクチャー②「家族が力を発揮すると ～ 土曜学校の取り組み ～」 
            群馬県こころの健康センター 

精神科救急情報センター 浅見隆康 氏 
   懇話会     「上州で創る時代小説」 武内涼 氏 
5. 「会報」誌の発行、配布（第 61 号） 
6. 「地方精神保健」誌の発行、配布（第 36 号） 
7. 各協（議）会機関誌等の収集及び広報活動 
8. 精神保健福祉事業功労者の厚生労働大臣及び 

日本精神保健福祉連盟会長表彰候補者の推薦 
9. その他 
平成 27 年度総会における会長選出時に取り組み課題に挙げたこと（①～⑥）に取り組む。 

① 本協議会の強みを活かした情報発信と提案を積極的に行う。 

② 各都道府県の精神保健福祉協会等との連携を強化し、その活動基盤強化のための情報

収集・提供を積極的に行う。また、すでに都道府県の精神保健福祉協会等と同様の精

神保健福祉関係団体が存在する自治体等には、本協議会への加入を呼びかけていく。

その現状把握のため「精神保健福祉協会の運営基盤等に関する調査」を行った。 
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③ 外部資金の獲得による、アートをとおしての精神保健の啓発推進の検討を行い、日本

財団に、「アートとトークによる多様性尊重の社会づくり展」の助成申請を行い、採

択された。 

④ 他の精神保健関係団体との交流を進め、それら団体との円卓的な話し合いの場を設け

る。 

⑤ 精神保健福祉全国大会等を活用して、地域の精神保健福祉活動の発展に貢献された団

体・個人の顕彰を積極的に行う。 

⑥ 本協議会の財政基盤、事務体制の強化に努める。 

⑦ 役員改選 
⑧ 熊本地震の寄付金の送金 
⑨ 事務局の設置 
⑩ 運営基盤に関する調査実施 
⑪ 各地区で開催されているブロック会議の「地方精神保健」誌への掲載 
⑫ 精神保健メディアカンファレンス開催 
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平成 28 年度 収支決算書 
 

【収入】自 平成 28 年 4 月 1 日 至 平成 29 年 3 月 31 日（単位：円） 
科  目 金     額 摘要 
会費 1,610,000 平成 28 年度会費 46 都道府県分 ＠ 35,000 円 
雑収入 17 銀行預金利息（6 円、2 円、4 円、5 円） 

イベント会費 100,000 メディアカンファレンス参加徴収費 
寄附金 50,000   
繰越額 1,489,174 平成 27 年度からの繰越分 

計 3,249,191   
 
 

【支出】自 平成 28 年 4 月 1 日 至 平成 29 年 3 月 31 日（単位：円） 
科 目 金額(税込) 摘要 

事
業
費 

給与費 220,721 事務業務   
諸謝金  

 
 

183,618 

ミニレクチャー講師謝金 30,000 
懇話会講師謝金 50,000 
会報 61 号原稿執筆謝金(1 人×20,000) 20,000 
   〃    謝礼 3,618 
会報 62 号原稿執筆謝金(2 人×20,000)   
*次号分支払い 

40,000 

メディアカンファレンス 謝礼 40,000 
印刷製本費 188,214 会報(第 61 号)  74,223 

地方精神保健(第 36 号)  113,991 
通信運搬費 116,939 通信費・運搬費   
会議費 28,000 会場借料・会議費(総会、理事会費含む)   

精神障害者の 
芸術活動と啓

発 

222,339 情報収集費・イベント費   

事業費合計 959,831     

管
理
費 

給与費 220,720 事務業務   
旅費  

121,121 
常務理事会出席旅費 26,001 
総会、理事会出席旅費  45,240 
その他     49,880 

寄付金 32,000 熊本地震寄付金   
消耗品費 9,254 消耗品・備品費                 
広報費 110,000 HP 更新関連費               

支払手数料 110,580 税務報酬 86,400、登記関係費 24,180   
租税公課  

11,950 
登記印紙代 10,600、 
印鑑証明書・登記事項証明書発行 1,050 
住民票発行手数料 300              

諸会費 100,000 日本精神保健福祉連盟会費          
雑費 2,916 雑役務費、支払手数料                     

建物賃貸費 54,432 事務局賃貸借料   
管理費合計 772,973     

  法人税 70,000 平成 27 年度法人市民税、都民税        
  繰越金 1,446,387 翌年度への繰越額   

  3,249,191   
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平成 29 年度 事業計画書（案） 
 
1. 総会の開催 
              （平成 29 年 10 月 19 日（木） 滋賀県） 
2. 理事会及び常務理事会の開催 

常務理事会       （平成 29 年 7 月 1 日（土）  東京都） 
理 事 会       （平成 29 年 10 月 19 日（木） 滋賀県） 

  第 2 回理事会      （平成 30 年 3 月             電子上） 
3. 第 65 回精神保健福祉全国大会への参加及び精神障害者の絵画作品の展示 
              （平成 29 年 10 月 20 日（金） 滋賀県） 
4. 「ミニレクチャー」「懇話会」の開催 

（平成 29 年 10 月 19 日（木） 滋賀県） 
   ミニレクチャー①  

「精神科救急情報センターの全国ネットワーク化の必要性について」 
滋賀県立精神保健福祉センター所長 辻本哲士 氏 

   ミニレクチャー② 「ナショナルデータベースの精神医療への活用」 
              国立精神・神経医療研究センター 

精神保健研究所 精神保健計画研究部長 山之内芳雄 氏 
懇話会      「琵琶湖誕生とその生い立ち」 

琵琶湖博物館 総括学芸員 里口保文 氏 
  
5. 「会報」誌の発行、配布（第 62 号） 
6. 「地方精神保健」誌の発行、配布（第 37 号） 
7. 各協（議）会機関誌等の収集及び広報活動 
8. 精神保健福祉事業功労者の厚生労働大臣及び 

日本精神保健福祉連盟会長表彰候補者の推薦 
9. 「アートとトークによる多様性尊重の社会づくり展」（日本財団助成事業）実施 
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平成 29 年度 収支見込書（案） 
【収入】自 平成 29 年 4 月 1 日 至 平成 30 年 3 月 31 日 (単位：円) 

科  目 金     額 摘          要 

会費 1,610,000 平成 29 年度会費 46 都道府県分 ＠ 35,000 円 

雑収入 1,000 銀行預金利息 

繰越額 1,446,387 H28 年度繰越分 

日本財団事業 6,743,480 日本財団（4,820,000)寄附金・協賛金等（1,923,480） 

計 9,800,867   

【支出】自 平成 29 年 4 月 1 日 至 平成 30 年 3 月 31 日 (単位：円) 
     科目 金額(税込) 摘要 

事
業
費 

給与費 245,592 事務業務(延べ 54 日×@4,548)  245,592 

諸謝金 128,000 

厚労省絵画掛け替え謝金 8,000 

ミニレクチャー講師謝金 30,000 

懇話会講師謝金 50,000 

会報原稿執筆謝金(20,000×2 人) 40,000 

印刷製本費 200,000 
会報(第 62 号)  80,000 

地方精神保健(第 37 号)  120,000 

通信運搬費 100,000 通信費・運搬費   

会議費 50,000 会場借料・会議費(総会、理事会費含む)   

日本財団事業 6,943,480 

日本財団 4,820,000 

寄附金・協賛金等 1,923,480 

協議会負担金 200,000 

事業費合計 7,667,072     

事
業
費 

給与費 245,592 事務業務(延べ 54 日×@4,548)  245,592 

旅費 126,000 

常務理事会出席旅費 26,000 

総会、理事会出席旅費  70,000 

その他     30,000 

消耗品費 10,000 消耗品・備品費                 

広報費 110,000 HP 更新関連費   

支払手数料 120,000 税務、登記関係費   

租税公課 10,000 印紙代   

諸会費 100,000 日本精神保健福祉連盟会費   

雑費 10,000 雑役務費、支払手数料   

建物賃貸費 54,432 事務局賃貸借料   

管理費合計 786,024     

  法人税 70,000 平成 28 年度法人市民税、都民税   

  繰越金 1,277,771 翌年度への繰越額   

    9,800,867     
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平成 30 年度 事業計画書（案） 
 
1．総会の開催（山形県） 
2．理事会及び常務理事会の開催 
   （理事会：山形県、電子上  常務理事会：東京都） 
3．第 66 回精神保健福祉全国大会への参加及び精神障害者の絵画作品の展示 
4．「ミニレクチャー」「懇話会」の開催（山形県） 
5．「地方精神保健第 38 号」誌の発行、配布（年 1 回発行） 
6．「会報 63 号」の発行、配布（年 1 回発行） 
7．各協（議）会機関誌等の収集及び広報活動 
8．精神保健福祉事業功労者の厚生労働大臣及び 

日本精神保健福祉連盟会長表彰候補者の推薦 
9．「アートとトークによる多様性尊重の社会づくり展」をふまえた、更なる精神障害者の 

アートをとおしての精神保健の啓発推進 

10．その他 
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平成 30 年度 収支見込書（案） 

【収入】自 平成 30 年 4 月 1 日 至 平成 31 年 3 月 31 日（単位：円） 
科 目 金 額 摘 要 

会費 1,610,000 平成 30 年度会費 46 都道府県分 ＠ 35,000 円

雑収入 1,000 銀行預金利息 

繰越額 1,277,711 H29 年度繰越予定

計 2,888,711 

【支出】自 平成 30 年 4 月 1 日 至 平成 31 年 3 月 31 日（単位：円） 
 科目 金額(税込) 摘要 

事
業
費

給与費 250,000 事務業務 250,000 

諸謝金 128,000 

厚労省絵画掛け替え謝金(8,000) 7,184 

ミニレクチャー講師謝金(30,000) 26,937 

懇話会講師謝金(50,000) 44,895 

会報原稿執筆謝金(20,000×2 人) 35,916 

印刷製本費 200,000 
会報(第 63 号) 80,000 

地方精神保健(第 38 号) 120,000 

通信運搬費 100,000 通信費・運搬費 

会議費 50,000 会場借料・会議費(総会、理事会費含む)

精神障害者の芸術活動と啓

発 

50,000 情報収集費・イベント費 

事業費合計 778,000 

管
理
費

給与費 250,000 事務業務 250,000 

旅費 126,000 

常務理事会出席旅費 26,000 

総会、理事会出席旅費 70,000 

その他 30,000 

消耗品費 10,000 消耗品・備品費

広報費 110,000 HP 更新関連費

支払手数料 120,000 税務、登記関係費 

租税公課 10,000 印紙代  

諸会費 100,000 日本精神保健福祉連盟会費 

雑費 10,000 雑役務費、支払手数料

建物賃貸費 54,432 事務局賃貸借料 

管理費合計 790,432 

法人税 70,000 平成 29 年度法人市民税、都民税

繰越金 1,250,279 翌年度への繰越額 

2,888,711 
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平成29年度全国精神保健福祉連絡協議会 

理事会・総会議事要旨 

 
Ａ．理事会議事要旨 
 
日 時： 平成 29 年 10 月 19 日（木） 13 時 30 分～14 時 00 分 
場 所： 滋賀県大津合同庁舎 7 階 7D 会議室（滋賀県） 
議 事： 
 第 1 号議案～第 3 号議案 

第 1 号議案 平成 28 年度事業報告について 

第 2 号議案 平成 28 年度収支決算について 

第 3 号議案 平成 28 年度会計監査報告について 

承認された。 
 
第 4 号議案～第 5 号議案 

第 4 号議案 平成 29 年度事業計画（案）について 

第 5 号議案 平成 29 年度収支予算（案）について 

承認された。 
 

第 6 号議案～第 7 号議案 
第 6 号議案 平成 30 年度事業計画（案）について 

第 7 号議案 平成 30 年度収支見込（案）について       
承認された。 

 
その他①② 

事務局長より報告した。 
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Ｂ．総会議事要旨 
 

日 時： 平成 29 年 10 月 19 日（木） 14 時 00 分～14 時 40 分 
場 所： 滋賀県大津合同庁舎 7 階 7D 会議室（滋賀県） 
議 事： 
 第 1 号議案～第 3 号議案 

第 1 号議案 平成 28 年度事業報告について 

第 2 号議案 平成 28 年度収支決算について 

第 3 号議案 平成 28 年度会計監査報告について 

承認された。 
 
第 4 号議案～第 5 号議案 

第 4 号議案 平成 29 年度事業計画（案）について 

第 5 号議案 平成 29 年度収支予算（案）について 

承認された。 
 
（質疑）（社）大阪精神保健福祉協議会 殿村様より 
    「アートの企画において、アーティストを育て絵画の販売等は今後考えています

か。」 
（応答）竹島会長より 
    「この企画は啓発が主体のものです。」 
 
第 6 号議案～第 7 号議案 

第 6 号議案 平成 30 年度事業計画（案）について 

第 7 号議案 平成 30 年度収支見込（案）について       
承認された。 

 
 
その他①② 

事務局長より報告した。 
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ミニレクチャー① 

精神科救急情報センターの 

全国ネットワーク化の必要性について 
 
・本日のレクチャーの流れです[スライド 1]。 

[スライド 1] 
 
〇はじめに 
・はじめに滋賀県の概略を説明いたします。滋賀県は日本列島のほぼ中央に位置し、日本一の湖、

琵琶湖を有しています。滋賀県の特徴として １．ともに地域を支え合う多彩な人 ２．未来を

創造する技術やノウハウ ３．誇りを高める歴史・文化 ４．滋賀の発展を支える地の利 ５．

恵みをもたらす豊かな自然 があげられます。「１００分の１県」と呼ばれ、全国の人口が約一

億四千万人であるのに対し、滋賀県の人口は約百四十万人であるように、多くの全国の統計値を

１００分の１にすれば、だいたい滋賀県の値に当てはまります。また、都会の特性と地方の特性

を併せ持った県であり、全国の縮図と呼ぶことができます。 
・しかし、精神保健医療福祉に関しては、なかなか厳しい状況にあります。平成２２年度の精神

病床数（人口１０万対）は約１８０床で、全国の自治体の中で２番目の少なさです。病床が少な

いということは、精神障害者は地域で生活しているとも言えますが、同年の医療施設従事精神科

医師数（人口１０万対）は約８人で、全国の自治体の中で４番目に少なく、精神科医が少ない臨

床現場となっているのです。滋賀県の精神科医はみんな「顔の見える関係」にあり、病院も診療

所も、仲良く役割分担を果たしているのですが、精神科医１人１人が抱える患者数は多く、朝か

ら晩まで頑張って診療にあたっている状況にあります。 
・（滋賀県立精神医療センター・精神保健福祉センター等を写真を用いて紹介） 
 
〇精神科救急と精神科救急情報センター 
・精神科救急の話をするうえで、素朴な疑問「全国いつでもどこでも、体の具合が悪くなったら、
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１１９番に電話すれば、救急車が来て、救急病院で診てもらえるのに、他府県で、こころの具合

が悪くなったら、どうすればいいのか？」について、はっきり答えられる人はいません。精神科

救急のありかたは自治体によって違うからです。国は精神科救急医療体制整備事業実施要綱を作

っています[スライド 2、3]が、精神科救急の中心である精神科救急情報センターの役割や機能は、

自治体に任されているのです。 

[スライド 2] 

 

[スライド 3] 
 
・滋賀県の精神科救急医療システムについて概説します。このシステムの目的は緊急な医療を必

要とする精神障害者等の医療および保護を迅速かつ適切に行うため、精神科医療機関、保健所、

精神科救急情報センター、警察および消防等関係機関の連携による精神科救急医療体制を確保す
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ることにあります。対象者は「措置対象者」「救急対象者」としています。県内を 3 ブロックに

区分し、各ブロックの精神科救急医療施設の輪番制により当番病院を定めています。 
・一般的な精神科救急の流れとして、精神障害者に警察が関与するようなメンタル不調が生じた

場合、措置・緊急措置対応のシステムが動きます。平日昼間は保健所が、夜間休日は精神保健福

祉センターの精神科救急情報センターが、情報収集やトリアージ、２３条通報の現地事前調査、

措置診察のための搬送等を行います[スライド 4、5]。 
 

[スライド 4] 

[スライド 5] 
 
 
・滋賀県精神科救急医療システムの関連施設として、当番病医院が A、B、C ブロックでそれぞ

れ１病院ずつ決められており、県立精神医療センターが当番病院すべてのバックアップをします。
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各病院は精神保健指定医１名と保護室１床を確保しており、県下保護室４床を活用して精神科救

急に対応するというしくみです[スライド 6]。 
 

[スライド 6] 

 
・平成２６年度の滋賀精神科措置関連件数は、措置申請・通報件数：１８１件（警察（２３条）：

１２０件、 家族：５件、保健福祉医療関係者：１１件、検察官（２４条）：８件、矯正施設の長

（２６条）：３７件）で、措置診察あり：８９件、措置診察なし：９２件となり、措置入院：６

３件という状況でした。平成２６年度の精神科救急情報センターの夜間休日稼働状況は、警察官

通報件数：８２件で、措置診察あり：４８件、措置診察なし：３４件となり、措置入院：３３件

でした。救急情報センターが稼働するようになり、滋賀県措置申請・通報件数、措置入院件数は

いずれも増加する傾向にあります。 
・救急情報センターは精神保健福祉センター医療連携担当係として、正規職員８人（係長、事務

職、保健師、精神保健福祉士）、非常勤嘱託職員２６人（救急医療調整員（看護師・ＰＳＷ）、救

急対応調査員（ＰＳＷ）、救急対応支援員（警察官ＯＢ））の体制で運営されています。 
 
〇精神保健福祉センターと精神科救急情報センター 
・全国精神保健福祉センター長会という組織があります。地域精神保健福祉の向上を目的とし、

都道府県および指定都市、全国６９か所の精神保健福祉センターの長全員で構成されています。

精神保健福祉センター等の事業及び運営の向上、センター間の連携を目的とし、年１回、全国精

神保健福祉センター研究協議会を開催しています。会員みんな仲良く、日頃から活発にメール等

で情報交換をしています。先日、「ご教授お願い 裸で公衆の前にでることは措置診察の対象と

なるか？（他害性があるといえるか？）」というメールの発信がありました。このメールに対し

て、いくつかのセンター長がコメントをしています。「保健所に通報があったとしても、比較的
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落ち着いていて、他害行為がなければ、保健所調査の段階で、措置通報にのせないと思います」

「鑑定になったとしても、よほど、幻覚妄想とかに支配されていなければ、非該当になるかと思

います」「公然わいせつや、迷惑条例で逮捕してもらっては？」「あくまで治安維持ではなく、人

権にも配慮しつつ、ご本人に適切な医療を届けるという視点で通報を受ける」等々。各自治体に

よって、措置入院制度の違いを感じることとなりました[スライド 7]。 

[スライド 7] 

 
〇いくつかの研究報告 
・先ほどお話した全国精神保健福祉センター長会では、地域精神保健福祉に関する調査研究もし

ています。平成２９年の夏、茨城県精神保健福祉センターが精神科救急体制（精神科救急業務）

に関する調査を全国の精神保健福祉センターに呼びかけて実施しました[スライド 8]。 

[スライド 8] 
６９センターのうち、３６センターが協力しました。措置診察の体制として、平日休日・日中夜

間、どの時間帯でも１／３は通常の措置診察、１／３は緊急措置診察、１／３は両方かその他の

対応となっていました。措置診察の受理組織については、平日時間内は保健所、夜間休日は７割

が保健所、３割がセンター等でした。夜間休日の勤務体制は、オンコール待機や交代制又はロー

テ―ション等、自治体ごとに様々でした。事前調査の実施方法は対面調査が多く、移送の主体は

保健所である自治体が多数を占めていました。措置診察の要否判断に関しては、判定会議等に諮

っている自治体は少なく、判断基準も統一されていませんでした。 
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・「精神科救急体制の実態把握及び措置入院・移送の地域差の要因分析に関する調査研究」も精

神科救急の現状に関して、くわしい分析をしています。この報告書は病院協会の特性を活かして

全国１２００の会員病院に協力を求め、輪番病院を対象にした大規模調査になります。都道府県

および指定都市の担当部局も調査対象としており、「精神科救急医療体制を整備するための手引

き」を作成することを事業の目的としています[スライド 9]。 
 

[スライド 9] 
 
・この報告書の結果のいくつかをお見せします。精神科救急情報センター相談件数について、当

然ですが、都市部に多いことがわかります[スライド 10]。 
 

[スライド 10] 
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人口万対受診件数と入院率について、受診件数が多い自治体は外来対応に、受診件数が少ない自

治体は入院対応になりやすいことがわかります[スライド 11]。 

[スライド 11] 

 
 
精神科救急医療体制の整備の自己評価水準は、８割の自治体が「他の自治体と同等（以上）の体

制と考える」としています[スライド 12]。 

[スライド 12] 
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救急情報センターの整備に関しては、8 割の自治体は救急情報センターを持っていますが、設置

されている機関は行政機関（３割）・公的医療機関（４割）・公的以外の医療機関（１割）・その

他と自治体ごとに様々で、措置手続きの実施はセンターで行う（１割）・行わない（８割）・その

他となっており、９割の自治体が周知はおおむねできていると回答しています。 
 
〇まとめ 
・国は精神科救急医療体制整備事業を進めていますが、具体的な形は自治体に任されています。

相模原の殺傷事件を契機に見えてきた措置入院制度運用の地域間格差は、各自治体の歴史・文

化・実情を反映していると言われていますが、精神科救急医療体制・精神科救急情報センターの

あり方も同様です。各地域において精神科医療の最適化を目指して現在の運用となっているので、

一概に格差の是正が最善とは言い切れません。しかし国民にとって精神保健医療福祉サービスに

地域間格差があることは適切とは言えないでしょう。今後、精神科救急情報センターの全国ネッ

トワーク化により、均てん化・適正化を図る必要があると思います[スライド 13、14]。 

[スライド 13] 

 

[スライド 14] 
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・最後になりましたが、今回、滋賀県で開催される第６５回精神保健福祉全国大会で、全国精神

保健福祉センター長会が日本精神保健福祉連盟会長表彰をお受けすることとなりました。関係者

の皆様に厚くお礼申し上げます。 
 
 
参考資料 
「精神科救急体制の実態把握及び措置入院・移送の地域差の要因分析に関する調査研究」 
平成２８年度厚生労働科学研究補助金（障害者総合福祉推進事業） 
 
 

滋賀県立精神保健福祉センター所長 
辻本哲士 
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ミニレクチャー② 

ナショナルデータベースの精神医療への活用 
 
 
 

● 精神医療において、データをどのように活用すればよいか 
わが国にはさまざまな調査があり、そこで得られた集計値が公表されている。精神医

療のみならず、保健医療福祉の分野では、いわゆる縦割りの行政組織の中で、それぞれ

がそれぞれの目的でデータ収集をしている。またその公表時期もさまざまであるため、

なかなかまとまった活用が難しい。 
一方で、時代の変遷で IT 化が進み、従来は到底とりまとめられないほどの量のデー

タが、分析の対象になってきた。いわゆるビッグデータの活用である。医療の分野でも、

従来紙のレセプトの集合体であった診療報酬請求レセプトのデータが電子化され、近年

その全国データベースの第三者提供の仕組みが整いつつある。全国ほとんどすべての医

療がひとつのデータベースにあり、他の調査と比べて圧倒的かつ包括的な情報量を持つ。 
そこで我々は、NDB(ナショナルデータベース)と呼ばれるこの診療報酬レセプトの全

国データベースの集計を通じて、新しい精神医療のデータ活用を行うことになった。 
● NDB(ナショナルデータベース) 

 

図 1 
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 医療機関から出されるレセプトを図 1.のような定義のもと分析し、630 調査など他の

調査データを一部統合し

て、図 2 のような全国・

都道府県・2 次医療圏ご

との診療実績シートに加

工して公表している。 
 図 2 の左側には、多様

な精神疾患それぞれの外

来・入院の医療機関数と

患者数などを、右側には

精神科入院医療の実績と

なる、1 年以上の入院患

者数、新規入院者の 1 年

以内の退院率、退院後 1
年以内の再入院率をグラフ表示している。 
 平成 30 年からの第 7 次医療計画では、主にこのシートを用いることで、計画の策定、

施策の立案、施策の実行管理ができるようになっている。今後、このデータを都道府県

等の自治体を始め、医療機関を含めた地域における協議の場で活用できるよう、自治体

支援をおこなっていくとともに、複雑になりがちなデータのよりシンプルな表示や、構

成の工夫をしていく。 
 
 
 

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神保健計画研究部長 
山之内芳雄 

（一般社団法人全国精神保健福祉連絡協議会副会長） 
 

図 2 NDB を集計した診療実績シート

(https://www.ncnp.go.jp/nimh/seisaku/data/) 
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懇話会  
 

琵琶湖誕生とその生い立ち 
 
 

【滋賀県と琵琶湖のどちらが有名】 

 滋賀県は残念ながら、全国的な知名度についてはあまり高くないでしょう。しかし、歴史的に

みれば、京都の隣、という立地から、都への物資の輸送や、情報の伝達ということについても要

のような地域です。たとえば戦国時代などでは、国の将来を決めるような重要な舞台としてたび

たび登場します。それにもかかわらず、滋賀県、という名前では、近畿地方以外の方からは、日

本のどのあたりにあるかもピンとこない、ということもまた事実のようです。けれど、琵琶湖が

あるところ、と説明すると、近畿地方のどっかのあたりというような感じで、ある程度わかって

もらえるようです。それは琵琶湖が、日本一広い湖として、学校などで一度は耳にするからかと

思います。 

【近畿の水瓶】 

 日本一広い湖。その広さは、湖岸を一周すると 200kmを超える距離で、東京駅からだと掛川駅

あたりまで行くほどです。滋賀県大津市からだと静岡県浜松市あたりまで行きます。広さの感じ

方は、湖の南部と北部で違っていますが、北部では、東岸から西岸が見えない、つまり水平線が

見えるほど離れています（図１）。広さで紹介される事が多い琵琶湖ですが、近畿地方の人にと

っては、その広さゆえに、別の意味での重要性を感じているでしょう。「近畿の水瓶」と呼ばれ

てきたように、琵琶湖の水は、琵琶湖の南端から水を排出する瀬田川（京都では宇治川、他の河

川と合流した後に大阪を流れるのは淀川）から下流へと流れていき、京都や大阪、神戸などの地

域に水を供給しています。大阪や神戸の人びとにとっては、遠く離れた場所という印象が強い滋

賀県から、水が供給されているという意識は、通常であればあまりありません。しかし、全国的

に渇水になった時などは、琵琶湖のおかげで水に困らない、という話が上がってきます。このよ

うなことから、少なくとも近畿地方の人びとにとっては、水がたくさんためられている場所とし

ての琵琶湖の重要性は感じているだろうと思います。 

【豊富な淡水生物】 

 琵琶湖の重要性、というと水の利用という側面が強調されがちですが、湖には多くの生き物が

いるため、その観点からは、独自の生態系をもつ湖としての側面もあります。一時期、琵琶湖を

舞台とした外来魚問題、ブラックバスやブルーギルの問題が活発に議論されました。最近はその

議論がやや沈静化した感もありますが、決してその問題が解決できたわけではありません。現在

は、魚の問題だけではなく、様々な外来生物が問題視されるようになったこともその一因かと思

います。この問題を別の違った視点でみると、外来魚も増えることができるほど、琵琶湖の生物

環境が豊かであるとみることができます。もともと琵琶湖には、さまざまな種類の魚が生息し、

古くから漁業が行われてきました。 

 琵琶湖には多くの淡水生物がいるだけではなく、多様な淡水の生き物がいることでも知られて

います。たとえば近年には、プランクトンなどの微少な生物の研究がすすみ、その新種が琵琶湖

からみつかっています。まだまだ知らない生き物が生息している可能性もある、謎に秘めた湖と

もいえるところがその魅力の一つでもあります。また、多様な生き物が生息できるということは、

それらの生き物がすみやすい環境を提供できているということでもあります。それは琵琶湖が広
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い湖であることとも関係しているのですが、最大水深が 100m を超えるという沖合の広い湖環境

や、湖岸の環境もヨシ（葦）などの水草が繁茂する場所、砂浜、岩場などがあり、湖底の底質は

砂場や泥場など様々です（図２）。このように様々な環境があるということも、多様な生き物の

生息地を提供できたゆえんかもしれません。 

 また、琵琶湖は生物がいる環境として豊かであるだけでなく、世界の中で琵琶湖にしかいない

生き物がいるという、変わった顔を持っています。こういった、そこにしかいない生き物のこと

を「固有種」といいます。 

【固有種がいる湖】 

 琵琶湖には、魚、貝や水草のほか、顕微鏡でみないとわからないような微少な生物にも固有種

がいることが知られています。固有種がいる湖のことを「古代湖」といいます。古代湖は世界で

も 20 ほどが知られています。もし、琵琶湖にいる固有種が絶滅すれば、地球上からその種類の

生き物がいなくなったということを意味します。そういった生き物が琵琶湖にはいるのです。 

 固有種はその場所で進化を遂げた生き物である場合と、過去に広い範囲にいた生き物が、その

場所にだけ残ったという場合が考えられます。琵琶湖博物館の水族展示で泳いでいる姿がみるこ

ともできるビワコオオナマズは、1m以上もある日本で一番大きな種類のナマズで、琵琶湖の固有

種ですが、350 万年ほど前の地層から、よく似た種類の化石（ビワコオオナマズそのものかもし

れません）が見つかっています。このようなことから、この種類は古くは広い範囲にいた可能性

が考えられています。しかし、においが強いことで有名なフナズシの原料となっているニゴロブ

ナ（これも琵琶湖博物館で泳いでいる姿を見ることができます）は、琵琶湖で進化した魚だと考

えられています。 

【日本最古の湖】 

 固有種がその場所で生まれるためには、もとになる種類の生き物から生息場所が分かれ、長い

期間ずっと隔離される必要があります。その場所に適応していくことで、もとの種類とは別の種

類になると考えられます。長い時間というのは、数年などの単位ではなく、10万年程度の時間が

必要のようです。このことは、琵琶湖がそれくらい古くからあるということを予想させます。 

 琵琶湖の年齢については、複雑な生い立ちのために、いくつかの数字があります。一つ目の数

字は、現在のような広い湖になってからの年齢です。この年齢が一番短いのですが、それでも 43

万年です。現在の私たち人類が生物の種として地球上に誕生したのは、20万年ほど前のことだと

考えられていますので、琵琶湖は私たち人類よりも先輩だといえます。日本にはこれほど長い間

存在し続けている湖はありません。ですから、この段階だけでも琵琶湖は日本一古い湖だという

ことになります。しかし、琵琶湖の生い立ちはもっと以前にさかのぼることができるようです。 

 43万年という数字は、現在のように広い湖になってからのことですが、それより前の姿は、現

在の琵琶湖の南部のみに湖があったようです。湖の大きさとしては、小さなものだったようです

が、それでも約 100万年前から存在したようです。位置的には、現在よりもやや西よりの今は住

宅地になっている丘陵地の地域まで広がっていたようです。ということは、琵琶湖は少なくとも

100 万年という時間を、湖として存在し続けてきたといえます。しかし、その生い立ちはこれだ

けでとどまりません。もっと古くまでさかのぼることができます。 

【複雑な生い立ち】 

 琵琶湖の生い立ちのもう一つの数字は、400 万年です。このころに琵琶湖の生い立ちが始まり

ました。といっても、今の場所に、ではありません。今よりもずいぶん南の方へ行った、県境も

越えた三重県伊賀市付近にありました（図 3）。 

 現在の琵琶湖南端から南東方向へ 40kmほど離れた場所で、琵琶湖の生い立ちが始まりました。
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この場所でおおよそ 400万年前に湖ができたあと、時代をへて現在の場所へやってきたと考えら

れています。その間の時代には、アメーバのように動いてきたというわけではありません。現在

知られている琵琶湖の生い立ちは、400 万年前に湖が伊賀市付近にでき、おおよそ 360 万年前ま

でその場所で湖をつづけます。その後に、その湖が次第に埋められていき、それより北の地域の、

三重県と滋賀県をまたぐ地域に広い湖ができます。その湖は広さや深さを変えつつも、おおよそ

260 万年前まで続きます。この湖も埋められていきますが、さらに北の地域、現在の滋賀県東部

付近に、小さな沼が点在する沼沢地群の環境を作ります。この沼沢地群は、通常は小さな湖沼が

点在するという湿地環境ですが、時折、時間的には不安定ながらも広い湖を形成することがあっ

たようです。この環境が 180万年前まで続いた後、現在の琵琶湖東方および南部から南方地域に

河川と湿地を中心とした環境をつくりました。この環境はおおよそ 100万年前までつづいたと考

えられています。つまり、現在の琵琶湖南部に小さな湖ができるまでの数十万年間は、安定的に

存在する湖の環境はなかったことになります。 

【いつからが琵琶湖】 

 これまでにわかっている琵琶湖の生い立ちは、おおよそ 400万年前に現在より南方の地域で誕

生し、時代とともに場所や大きさを変化させながら、一時期不安定な湖沼環境を経て、100 万年

前に現在の琵琶湖がある南部地域に小さな湖をつくり、約 43 万年前にその湖が北方地域にまで

広がり、広い湖になったとされています。このような湖の生い立ちをみれば、琵琶湖はやや複雑

な生い立ちで、場所も湖の広さも変わっていたことがわかります。このような複雑な生い立ちを

みると、いつの段階から琵琶湖と呼べばよいのかは難しいです。 

 琵琶湖という名称は、江戸時代頃からそのように呼ばれていたとされています。琵琶湖という

名称が、和楽器の「琵琶」のような形をしているということからであることを考えると、その形

になった時期からが琵琶湖といえそうです。実はこの時期ははっきりしません。たとえば、現在

のように広い湖になったと考えられている約 43 万年前以降は安定的に湖であったようですが、

当時の湖はもっと細長い湖であったようです。そうすると、「琵琶」の胴にあたる部分はまだな

いので、琵琶の形をした湖、というのは 43 万年前ではないようです。広い湖である琵琶湖とい

うことから考えれば、北部まで広がった約 43 万年前ですが、現在の場所に湖をつくった時期と

考えれば、南部地域にできた約 100万年前ということになります。 

 琵琶湖の生い立ちとしては、約 400万年前に始まったと考えられていますが、湖の場所が変わ

ってきたことや、現在の場所にできる前には、安定的に湖が存在しない河川や湿地の環境だった

時代があることから考えると、400 万年前から現在まで、同一の湖、つまり琵琶湖だったと考え

ることは難しいかもしれません。しかし、現在の琵琶湖につながる水環境がずっと続いていた、

ということは確からしいので、水環境が変化してきたという点で、複雑な琵琶湖の生い立ちとし

ては約 400万年続いていると考えられています。ただし、前述のとおり、琵琶湖としての年齢を

考える場合には、何年前からとするのがよいのかは、難しいところです。 

【湖の生い立ちを伝えるもの】 

 生い立ちのはじまりは、400 万年も前のことで、しかも現在の場所にはありませんでした。そ

んな遠く離れた場所にあった湖が、なぜ琵琶湖と関係していると考えられたのでしょうか。また、

そこから現在の場所で湖ができるまでの間に、湖の場所や大きさなどの変化について、どうやっ

てわかったのでしょうか。 

 過去に起こった出来事を知るには、それを記録しているものを読み解く必要があります。歴史

史料からは、過去の人びとの生の声を聞くことができますが、そういった記録がない場合、人び

とが残していった遺物を調べることでわかります。400 万年前には、まだ人間がいないので、遺
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物を調べることもできません。 

 大昔の生き物、たとえば 6500 万年前まで、地球上に恐竜という絶滅した生き物がいたという

ことが知られています。そのほかにも絶滅したゾウ類として有名なマンモスは、数万年前の地球

上にはいたことがわかっています。それらの生き物が過去にいたことは、産出する化石を調べる

ことでわかりました。このように、時代が数千万年でも、数万年前でも、化石がでてくることで、

過去にどんな生き物がいたのかがわかります。化石は地層中に入っています。つまり、地層が過

去の生き物を「化石」として保存してきたといえます。 

 地層は、過去の生物情報だけを残している訳ではありません。地層そのものが、過去の環境情

報の記録媒体なのです。たとえば、地層中にある化石が、過去何年前のものであるのかといった

年代情報は、地層に記録されています。また、地層は砂や泥などの土砂がたまることでつくられ

ますが、砂や泥がたまる場所、というのはそれがたまる必然性のある場所でしかたまることがあ

りません。たとえば、流れのないところには砂はたまりません。砂粒子がその場所まで流されて

くることがないからです。泥は、少しの流れで流されて行ってしまうので、流されてきた最後の

場所、流れがなくなった場所にたまります。このようなことは、概念的にわかるというだけでな

く、現在の環境で、たとえば、湖の底や、川などのように土砂をためている場所を調べる事で、

地層ができる環境を知ることができます。その情報をもとに、地層を調べれば、そのつくられた

環境がわかります。 

 現在の琵琶湖の底にも地層が作られ続けています。琵琶湖が北部まで広がり、広い湖を構成し

てから約 43万年たっているということは、琵琶湖の底にある地層を調べることでわかりました。

その地層は、琵琶湖の周りにある、とくに丘陵地をつくっている地層と同時代のものがあること

がわかりました。このことは、現在は陸地、といっても標高的にやや高くなっている丘陵地にな

っている場所が、過去には琵琶湖の一部だったことを示しています。このようにして、琵琶湖の

周りにある地層を丹念に調べていくことで、琵琶湖から三重県伊賀市にある地層（図 4）までが、

時代的に重なりつつ、琵琶湖の過去の姿を教えてくれる記録媒体であることが理解されました。 

 琵琶湖の生い立ちが複雑であることや、水環境としての約 400万年間のつながりは、地層から

考えられたことでした。 

【過去の生き物と気候】 

 過去の湖が残した地層は、動物や植物の化石も残しています。それらは約 400万年前から現在

までの、琵琶湖周辺環境にいた生き物が入れ替わっていく様子を教えてくれます。 

 たとえば、400 万年前には体高が 4m 近くもあるような大型のゾウ類（ミエゾウ）がいました。

一般的に知られている絶滅したゾウ類のマンモスゾウは、大きさの点では現在のゾウとそれほど

変わらないので、400 万年前のミエゾウの方がより大型です。この当時の他の大型動物には、サ

イ類やワニ類などのように現在の日本には自生していない動物がいたようです。これらは、現在

の地球上では暖かい地域にいる生き物ですが、当時は現在よりもだいぶん暖かい気候だったよう

です。そのような過去の気候は、植物の化石からわかります。植物は自分で動くことができない

ので、その場所の気候に適合した種類が生育します。ですから、植物化石を調べることは当時の

植生をしるだけではなく、気候も推定することができます。ゾウ類はこの後も日本に生息します

が、種類は入れ替わっていきます。それは数万年前のナウマンゾウまでつづきますが、日本にい

たゾウ類はすべて絶滅しています。 

 植物の化石は、樹幹（図 5）や葉っぱ、実などの他、花粉も化石として残ります。葉っぱや実

は、それが落ちて積もる場所は限られた地域ですが、花粉については、ある時期になると花粉症

の人が体感しているように、どこに行っても花粉が空気中をただよい、地上に落ちてきます。つ
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まり、葉っぱや実などが埋まらないような環境でも花粉化石は残ります。それらを調べることで、

過去の森林がどのように変化してきたのかがわかります。また、前述のとおり気候の変化も知る

ことができます。400 万年前には現在より暖かかったのですが、その後、気候はかなり大きく変

化してきたことがわかっています。たとえば、3 万年ほど前は大変寒い時代で、琵琶湖の地域は

現在の北海道よりも寒かったと考えられています。このような気候の変化は、地球規模で起こっ

ていたもので、ここ 90万年くらいは 10万年周期で周期的に寒暖の変化があったことが知られて

います。琵琶湖地域も当然ながら、地球規模の気候変化の影響を受け、その影響は動植物の変化

という形で現れていました。 

【なぜ湖は移動してきたのか？】 

 琵琶湖の 400万年間は、南方から現在の場所まで移動してきたと考えられています。なぜこの

ように、湖の場所が変わってきたのでしょうか。結論から言うと、理由はまだよくわかっていま

せん。しかし、どうやって移動してきたのか、については推定されています。 

 現在の琵琶湖についてもいえることですが、湖をつくるには、水をためる地形的に低い場所と、

それを取り囲む高い地形が必要です。何かの原因で、たまたま低い場所ができたとしても、その

湖は通常であれば、数百年からせいぜい数万年程度の寿命しかありません。なぜなら、低い場所

へ水流れる時に、土砂も一緒に運ばれ、湖はしだいに埋められてしまうからです。現在の琵琶湖

が土砂で埋まってしまわないのは、地盤が長い目でみれば沈み続けているためです。地盤が沈む

のは、地震を起こす断層運動のためです。琵琶湖の西側には、かなり大きな断層帯の存在が知ら

れています。琵琶湖の地盤が沈み続けてきたことは、琵琶湖の地下を調べることでわかります。

湖の中央付近では、少なくとも 140万年ほど前から 900mもの土砂をためてきたようです。 

 琵琶湖の生い立ちを調べると、数十万年の間ずっと同じ場所で地盤が下がり続け、同じ場所で

湖沼をつくり、次の時代には別の場所で数十万年間地盤が下がっていたことがわかります。この

ことから、地盤が下がる場所が数十万年ごとに場所をおおむね北方へ移し、それに伴って、水が

たまる場所、つまり湖沼のできる場所が変わってきたようです。 

【自然環境はずっと変わっている】 

 琵琶湖が日本一古い湖であることは、琵琶湖にしかいない生き物の存在や、地層の研究からわ

かってきました。また、それらからわかる琵琶湖の生い立ちは、複雑な自然環境の変化によるも

のであるようです。私たちの生活時間では、湖や山の地形がそれほど変わっているようには見え

ませんが、長い時間で考えると、湖の場所も変わっています。現在の琵琶湖がある場所は、100

万年前にさかのぼれば、湖はありませんし、それより前にさかのぼれば、山があったと考えられ

ています。そのような劇的な変化が見られるのは長い時間をかけているからではありますが、私

たちの生活時間でも、自然環境が変わり続けていることがわかります。日本は季節がはっきりし

ているので、常に自然が変化をし続けていることが、私たちの目にも明らかでしょう。これらの

自然は、過去のある時間と比べてみると、どれ一つとして同じになることはありません。一度変

わってしまった自然はもとに戻ることはありません。常に変わり続け、新しいものに生まれ変わ

ります。それは、私たち自身についてもいえる事かもしれません。私たちもその自然の一部なの

ですから。 
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図 1：琵琶湖北部の東岸から西岸方向をのぞむ。風が強い冬には、大きな波ができ、海のように

もみえる。 

 

 

図 2：琵琶湖の様々な環境。左上は湖の沖合環境で、琵琶湖にはいくつかの島があります。右上

は岩場の湖岸、左下は砂浜、右下は水草が繁茂する湖岸。 

 

 

図３：現在の琵琶湖と 400万年前の湖の位置関係。はじめの湖は、南方の三重県伊賀市付近にあ

ったと考えられています。 
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図 4：400 万年前の湖でできたと考えられる三重県伊賀市の地層。河原の川底や河壁で見られま

す。 

 

 

 

 

図 5：約 250万年前の樹木。地層中にうまっている黒っぽいものが樹根の化石。 

 

 

 

 

琵琶湖博物館 総括学芸員 

里口保文 
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一般社団法人 全国精神保健福祉連絡協議会 定款 

 
第１章  総  則 

 
（名 称） 
第１条 この法人は、一般社団法人 全国精神保健福祉連絡協議会という。 
（事務所） 
第２条 この法人は、主たる事務所を東京都小平市小川東町 4 丁目 1 番 1 号に置く。 
 

第２章  目的及び事業 
 
（目的・事業） 
第３条 この法人は、各都道府県精神保健福祉協会及び精神衛生協会又は協議会（以下「地

方協会等」という。）間の連絡を図り、もって精神保健福祉の普及発展に資することを

目的とする。 
第３章  会  員 

 
（会員） 
第４条 この法人の会員は、地方協会等の長とする。 
 2 前項の会員をもって、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「一般法人

法」という。）上の社員とする。 
（入 会） 
第５条 会員となるには、理事会において別に定めるところにより、入会の申し込みを行

うものとする。 
（経費の負担） 
第６条 この会の経費は、地方協会等の分担金その他をもってあてる。 
（退 会） 
第７条 会員は、いつでも退会届を提出して退会することができる。 
（除 名） 
第８条 会員が次の各号の一に該当する場合には、総会の決議によって当該会員を除名す

ることができる。 
(1) この定款その他の規則に違反したとき。 
(2) この法人の名誉を毀損し、又は目的に反する行為をしたとき。 
(3) その他、除名すべき正当な事由があるとき。 
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（会員資格の喪失） 
第９条 前 2 条の場合のほか、会員は、次に掲げる事由によって資格を喪失する。 

(1) 総会員の同意があったとき。 
(2) 当該会員が所属する地方協会等が解散したとき。 

第４章  総  会 
 
（構 成） 
第１０条 総会は、すべての会員をもって構成する。 
 2 前項の総会をもって、一般法人法上の社員総会とする。 
（権 限） 
第１１条 総会は、次の事項について決議する。 

(1) 会員の除名 
(2) 理事及び監事の選任又は解任 
(3) 理事及び監事の報酬等の額 
(4) 貸借対照表及び正味財産増減計算書の承認 
(5) 定款の変更 
(6) 解散及び残余財産の処分 
(7) その他総会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

（開 催） 
第１２条 この法人の総会は、定時総会及び臨時総会とする。定時総会は、毎事業年度の

終了後一定の時期に開催し、臨時総会は、必要に応じて開催する。 
 （招 集） 
第１３条 総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき会長が招

集する。 
 2 総会員の議決権の５分の１以上の議決権を有する会員は、会長に対し、総会の目的で

ある事項及び招集の理由を示して、総会の招集を請求することができる。 
 3 総会を招集するには、会長は、総会の日の２週間前までに、会員に対して必要事項を

記載した書面をもって通知する。 
（議 長） 
第１４条 総会の議長は、会長とする。 
（議決権） 
第１５条 会員は、総会において各１個の議決権を有する。 
（決 議） 
第１６条 総会の決議は、法令又はこの定款に別段の定めがある場合を除き、総会員の議

決権の過半数を有する会員が出席し、出席した当該会員の議決権の過半数をもって行
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う。  
 2 前項の規定にかかわらず、次の決議は、総会員の議決権の３分の２以上に当たる多数

をもって行う。 
(1) 会員の除名 
(2) 監事の解任 
(3) 定款の変更 
(4) 解 散 
(5) その他法令で定められた事項 

 3 理事又は監事を選任する議案を決議する場合には、候補者ごとに第１項の決議を行わ

なければならない。理事又は監事の候補者の合計数が第２０条に定める定数を上回る

ときは、過半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまで

の者を選任することとする。 
（書面による議決権行使） 
第１７条 総会に出席できない会員は、議決権行使書をもって議決権を行使することがで

きる。この場合においては、その議決権の数を前条の議決権の数に算入する。 
（議決権の代理行使） 
第１８条 会員は、委任状その他の代理権を証明する書面を会長に提出して、代理人によ

って議決権を行使することができる。この場合において、第１６条の規定の適用につ

いては、その会員は出席したものとみなす。 
（議事録） 
第１９条 総会の議事については、法令で定めるところにより議事録を作成し、会長及び

理事 1 名がこれに記名押印するものとする。 
 

第５章  役  員 
 
（役 員） 
第２０条 この法人に次の役員を置く。 

(1) 理事 ８名以上１５名以内      
(2) 監事 ２名 

 2 理事のうち１名を会長とする。 
 3 理事のうち２名を副会長とする。 
 4 理事のうち３名以内を常務理事とする。 
 5 2 項の会長をもって、一般法人法上の代表理事とし、３項の副会長及び４項の常務理

事をもって一般法人法上の業務執行理事とする。 
 
（理事の制限） 
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第２１条 理事のうち、理事のいずれかの１名とその配偶者又は三親等内の親族その他特

別の関係にある者の合計数は、理事総数の３分の１を超えてはならない。 
（役員の選任） 
第２２条 理事は、別表に掲げる都道府県の地区ごとに、当該地区内の地方協会等の協議

により、地方協会等の役員のうちから１名の推薦を受け、総会の決議によって選任す

る。 
 2 前号の理事のほか、精神保健福祉に関し学識経験のある者若干名を総会の決議を得て

理事として選任することができる。 
 3 会長、副会長及び常務理事は、理事会の決議によって選定する。 
   ただし、役員が構成されない場合は、総会の決議により決定することができる。 
 4 監事は、地方協会等の役員のうちから総会の決議により選出する。 
 5 理事及び監事は、相互にこれを兼ねることができない。 
（理事の職務及び権限） 
第２３条 理事は、理事会を組織し、法令及びこの定款で定めるところにより、会務の執

行を決定する。 
2 会長は、この会を統括し、この法人を代表する。 
3 副会長は、会長を補佐するとともに、会務を執行する。 
4 常務理事は、会長及び副会長を補佐し、常務理事会を組織して会務を執行する。 
5 会長及び副会長・常務理事は、毎事業年度に 4 カ月を超える間隔で二回以上、自己の

職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。  
（監事の職務及び権限） 
第２４条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を

作成する。 
 2 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び

財産の状況の調査をすることができる。 
（役員の任期） 
第２５条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時総会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 
 2 監事の任期は、選任後 2 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時総

会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 
3 補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。 

 4 理事又は監事は、第２０条に定める定数に足りなくなるときは、辞任又は任期満了後

においても、新たに選任された者が就任するまでは、なお理事又は監事としての権利

義務を有する。 
（役員の解任） 
第２６条 理事及び監事は、総会の決議によって解任することができる。 
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（報酬等） 
第２７条  
  理事及び監事は、無報酬とする。ただし、常勤の理事及び監事に対しては、総会にお

いて定める総額の範囲内で、総会において別に定める報酬等の支給の基準に従って算

定した額を、報酬等として支給することができる。 
 

第６章  理 事 会 
 
（構 成） 
第２８条 この法人に、理事会を置く。 
 2 理事会は、すべての理事で構成する。 
（権 限） 
第２９条 理事会は、次に掲げる職務を行う。 

(1) 事業計画、予算の作成その他この法人の会務執行の決定 
(2) 理事の会務の執行の監督 
(3) 会長、副会長及び常務理事の選定及び解職 

（招 集） 
第３０条 理事会は、会長が招集する。  

2 理事会を招集する者は、理事会の日時、場所、目的、その他必要な事項を記載した書

面をもって、理事会の日の１週間前までに、各理事及び各監事に対してその通知を発

しなければならない。 
 3 前項の規定にかかわらず、理事会は、理事及び監事の全員の同意があるときは、招集

の手続きを経ることなく開催することができる。 
（議 長） 
第３１条 理事会の議長は、会長とする。 
（決 議） 
第３２条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半

数が出席し、その過半数をもって行う。 
2 前項の規定にかかわらず、理事が理事会の決議の目的である事項について提案をした

場合において、その提案につき議決に加わることができる理事の全員が書面又は電磁

的記録により同意の意思表示をしたときは、監事がその提案について異議を述べたと

きを除き、その提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなす。     
（議事録） 
第３３条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 
 2 会長及び監事は、前項の議事録に署名し、又は記名押印する。 
（常務理事会） 
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第３４条 常務理事会は、必要の都度会長がこれを招集し、議長となる。 
 

第７章  顧問 
 
（顧問） 
第３５条 この会に顧問若干名を置くことができる。 
 2 顧問は、総会及び理事会の推薦により、会長が委嘱する。 
 
 

第８章  資産及び会計 
 
（事業年度） 
第３６条 この法人の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 
（事業報告及び決算） 
第３７条 事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、会長が次の書類を作成し、

監事の監査を受けた上で、理事会の承認を経て、総会に提出し、第１号の書類につい

てはその内容を報告し、第２号及び第３号の書類については承認を受けなければなら

ない。 
(1) 事業報告 
(2) 貸借対照表 
(3) 正味財産増減計算書 

 2 前項の書類のほか、監査報告を主たる事務所に５年間備え置くとともに、定款、会員

名簿を主たる事務所に備え置くものとする。 
（剰余金の処分制限） 
第３８条 この法人は、会員その他の者に対し、剰余金の分配をすることができない。 
 

第９章  定款の変更及び解散 
 
（定款の変更） 
第３９条 この法人は、総会の決議によって、定款を変更することができる。 
（解 散） 
第４０条 この法人は、総会の決議その他法令で定められた事由により解散する。 
（残余財産の帰属） 
第４１条 この法人が清算するときに有する残余財産は、総会の決議を経て、国もしくは

地方公共団体、又は公益社団法人もしくは公益財団法人、又は公益社団法人及び公益

財団法人の認定等に関する法律第５条１７号に掲げる法人に帰属させるものとする。 
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第１０章 公告の方法 
 
（公告の方法） 
第４２条 この法人の公告方法は、電子公告とする。 
 

第１１章  職  員 
（職  員） 
第４３条 この会に職員若干名を置き、会長が任免する。 
 

第１２章 雑  則 
 
（細  則） 
第４４条 この定款施行について必要な事項は、理事会の決議を経て会長がこれを定める。 
  
 
 
附 則 
 
１． この定款は、この法人の成立の日から施行する。 
２． この法人の設立当初の事業年度は、第３６条の規定にかかわらず、この法人の成

立の日から平成２５年３月３１日までとする。 
３． この法人の設立時会員の氏名及び住所は次のとおりとする。 

 
＜必要的記載事項＞ 
 

４． この法人の設立時理事は、次に掲げる者とする。 
 
 
５． この法人の設立時監事は、次に掲げる者とする。 
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別 表 
 

地  区  所  属  す  る  都  道  府  県 

北 海 道 
 
北海道 

東  北 
 
青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 新潟県 

関東甲信 
茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 
山梨県 長野県 

 
東海北陸 

静岡県 愛知県 岐阜県 三重県 富山県 石川県 福井県 

近  畿 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 

中  国 
 
鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 

四  国 
 
徳島県 香川県 愛媛県 高知県 

九  州 
福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 
沖縄県 
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明

0
0
3
-
0
0
2
9

札
幌

市
白

石
区

平
和

通
1
7
丁

目
北

1
-
1
3

こ
こ

ろ
の

リ
カ

バ
リ

ー
総

合
支

援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
1
1
-
8
6
1
-
6
3
5
3

0
1
1
-
8
6
1
-
6
3
3
0

 
青

森
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

田
﨑

　
博
一

0
3
8
-
0
0
3
1

青
森
市
大
字
三
内
字
沢
部
3
5
3
-
9
2

青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
1
7
-
7
8
7
-
3
9
5
1

0
1
7
-
7
8
7
-
3
9
5
6

 
岩

手
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

　
大

塚
　

耕
太

郎
0
2
0
-
0
0
1
5

盛
岡
市
本
町
通
3
-
1
9
-
1

岩
手
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
1
9
-
6
2
9
-
9
6
1
7

0
1
9
-
6
2
9
-
9
6
0
3

東
北

 
(
公

社
)
宮

城
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

白
澤

　
英

勝
9
8
9
-
6
1
1
7

大
崎
市
古
川
旭
5
丁
目
7
-
2
0

宮
城
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
2
2
9
-
2
3
-
0
0
2
1

0
2
2
9
-
2
3
-
0
3
8
8

 
秋

田
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

三
島

　
和
夫

0
1
0
-
0
9
2
2

秋
田
市
旭
北
栄
町
1
-
5

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
　
4
階

0
1
8
-
8
6
4
-
5
0
1
1

0
1
8
-
8
6
4
-
5
0
1
1

 
山

形
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

大
谷

　
浩
一

9
9
0
-
0
0
2
1

山
形
市
小
白
川
町
2
-
3
-
3
0

山
形
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
2
3
-
6
2
4
-
1
2
1
7

0
2
3
-
6
2
4
-
1
6
5
6

 
(
社

)
福

島
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

矢
部

　
博
興

9
6
0
-
8
0
1
2

福
島
市
御
山
町
8
-
3
0

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
2
4
-
5
3
5
-
3
5
5
6

0
2
4
-
5
3
3
-
2
4
0
8

 
新

潟
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

染
矢

　
俊
幸

9
5
0
-
0
9
9
4

新
潟
市
中
央
区
上
所
2
-
2
-
3

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
2
5
-
2
8
0
-
0
1
1
1

0
2
5
-
2
8
0
-
0
1
1
2

 
茨

城
県

精
神

保
健

協
会

池
田

　
八
郎

3
1
0
-
0
8
5
2

水
戸
市
笠
原
町
不
動
産
9
9
3
-
2

茨
城
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
2
9
-
2
4
1
-
3
3
5
2

0
2
9
-
2
4
1
-
3
3
5
2

 
(
一

財
)
栃

木
県
精

神
衛

生
協

会
青

木
　

公
平

3
2
0
-
0
0
3
2

宇
都
宮
市
昭
和
2
-
2
-
7

0
2
8
-
6
2
2
-
7
5
2
6

0
2
8
-
6
2
2
-
7
8
7
9

関
東

 
群

馬
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

福
田

　
正

人
3
7
9
-
2
1
6
6

前
橋
市
野
中
町
3
6
8

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
2
7
-
2
6
3
-
1
1
6
6

0
2
7
-
2
6
1
-
9
9
1
2

 
(
公

社
)
埼

玉
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

山
内

　
俊

雄
3
6
2
-
0
8
0
6

北
足
立
郡
伊
奈
町
小
室
8
1
8
-
2

埼
玉
県
立
精
神
保

健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
企
画
広
報
担
当
内

0
4
8
-
7
2
3
-
5
3
3
1

0
4
8
-
7
2
3
-
5
3
3
1

 
(
N
P
O
)
千

葉
県

精
神

保
健

福
祉

協
議

会
日

下
　

忠
文

2
6
0
-
0
8
0
1

千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
6
6
6
-
2

千
葉
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
8
0
-
7
0
0
0
-
2
0
9
3

0
4
3
-
2
6
5
-
3
9
6
3

甲
信

 
東

京
都

精
神

保
健

福
祉

協
議

会
水

野
　

雅
文

1
4
3
-
8
5
4
1

東
京
都
大
田
区
大
森
西
6
-
1
1
-
1

東
邦

大
学

医
学

部
精

神
神

経
医

学
講

座
内

0
3
-
3
7
6
2
-
4
1
5
1
(
6
7
7
0
)

0
3
-
5
4
7
1
-
5
7
7
4

 
(
社

)
神

奈
川

県
精

神
保

健
福

祉
協

会
西

井
　

華
子

2
3
3
-
0
0
0
6

横
浜
市
港
南
区
芹
が
谷
2
-
5
-
2

神
奈
川
県
立
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
4
5
-
8
2
7
-
1
6
8
8

0
4
5
-
8
2
7
-
1
6
8
8

 
山

梨
県

精
神

保
健

協
会

松
井

　
紀
和

4
0
0
-
0
0
0
5

甲
府
市
北
新
1
-
2
-
1
2
 
山
梨
県
福
祉
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｻ
ﾞ
3
F

山
梨
県
立
精
神

保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
5
5
-
2
5
4
-
8
6
4
4

0
5
5
-
2
5
4
-
8
6
4
7

 
長

野
県

精
神

保
健

福
祉

協
議

会
渡

辺
　

啓
一

3
8
0
-
0
9
2
8

長
野
市
若
里
7
-
1
-
7

長
野
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
2
6
-
2
2
7
-
1
8
1
0

0
2
6
-
2
2
7
-
1
1
7
0

 
静

岡
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

石
田

　
多
嘉

子
4
2
2
-
8
0
3
1

静
岡
市
駿
河
区
有
明
町
2
-
2
0

静
岡
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
5
4
-
2
0
2
-
1
2
2
0

0
5
4
-
2
0
2
-
1
2
2
0

 
愛

知
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

尾
崎

　
紀

夫
4
6
0
-
0
0
0
1

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
3
-
2
-
1

愛
知
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
5
2
-
9
6
2
-
5
3
7
7

0
5
2
-
9
6
2
-
5
3
7
5

東
海

 
岐

阜
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

田
口

　
真

源
5
0
0
-
8
3
8
5

岐
阜
市
下
奈
良
2
-
2
-
1

岐
阜
県
・
福
祉
農
業
会
館
3
F

0
5
8
-
2
7
3
-
5
7
2
0

0
5
8
-
2
7
3
-
5
7
2
0

 
三

重
県

精
神

保
健

福
祉

協
議

会
岡

田
　

元
宏

5
1
4
-
8
5
6
7

津
市
桜
橋
3
-
4
4
6
-
3
4

三
重
県
津
庁
舎
保
健
所
棟
2
F

0
5
9
-
2
2
3
-
5
2
4
1

0
5
9
-
2
2
3
-
5
2
4
2

北
陸

 
(
公

社
)
富

山
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

吉
本

　
博

昭
9
3
0
-
0
8
8
7

富
山
市
五
福
4
7
4
-
2

ゆ
り
の
木
の
里
内

0
7
6
-
4
3
3
-
0
3
8
3

0
7
6
-
4
3
3
-
6
6
9
5

 
石

川
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

松
原

　
三
郎

9
2
0
-
8
2
0
1

金
沢
市
鞍
月
東
2
-
6

石
川
県
こ
こ
ろ
の
健
康
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
7
6
-
2
3
8
-
5
7
6
1

0
7
6
-
2
3
8
-
5
7
6
2

 
福

井
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

松
原

　
六
郎

9
1
0
-
0
0
2
6

福
井
市
光
陽
2
-
3
-
3
6

福
井

県
総

合
福

祉
相

談
所

障
害

者
支

援
課

0
7
7
6
-
2
4
-
5
1
3
5

0
7
7
6
-
2
4
-
8
8
3
4

地
　

方
　

精
　

神
　

保
　

健
　

福
　

祉
　

協
　

議
　

会
　

名
　

簿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
3
0
年
 
1
0
月
 
1
日
現
在

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
所
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
地
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地
区

名
称

会
　

長
　
名

〒
T
　
E
　
L

F
　
A
　
X

所
在

地

 
滋

賀
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

大
井

健
(
副

会
長

)
5
2
5
-
0
0
7
2

草
津
市
笠
山
8
-
4
-
2
5

滋
賀
県
立
精
神
医
療
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
7
7
-
5
6
7
-
5
2
5
0

0
7
7
-
5
6
7
-
5
2
5
0

 
(
社

)
京

都
精

神
保

健
福

祉
協

会
林

　
 
 
拓

二
6
0
2
-
8
1
4
3

京
都

市
上

京
区

堀
川

通
丸

太
町

下
る

西
入

仲
之

町
5
1
9

京
都
社
会
福
祉

会
館
４
階

0
7
5
-
8
2
2
-
3
0
5
1

0
7
5
-
8
2
2
-
3
0
5
1

近
畿

 
(
社

)
大

阪
精

神
保

健
福

祉
協

議
会

髙
橋

　
幸

彦
5
9
1
-
8
0
0
3

堺
市
北
区
船
堂
町
2
-
8
-
7

大
阪
精
神
科
病
院
協
会
内

0
7
2
-
2
5
5
-
5
6
1
1

0
6
-
4
7
9
1
-
4
8
9
5

 
兵

庫
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

橋
本

　
健
志

6
5
1
-
0
0
7
3

神
戸
市
中
央
区
脇
浜
海
岸
通
1
-
3
-
2

兵
庫
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
7
8
-
2
5
2
-
4
9
8
0

0
7
8
-
2
5
2
-
4
9
8
1

 
和

歌
山

県
精

神
保

健
福

祉
協

会
小

野
　

善
郎

6
4
0
-
8
3
1
9

和
歌
山
市
手
平
2
-
1
-
2
 
和
歌
山
ﾋ
ﾞ
ｯ
ｸ
ﾞ

愛
和
歌
山
県
精
神

保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
7
3
-
4
3
5
-
5
1
9
4

0
7
3
-
4
3
5
-
5
1
9
3

 
鳥

取
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

青
木

　
　
茂

6
8
0
-
0
9
0
1

鳥
取
市
江
津
3
1
8
-
1

鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
8
5
7
-
2
1
-
3
0
3
1

0
8
5
7
-
2
1
-
3
0
3
4

 
島

根
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

稲
垣

　
正
俊

6
9
0
-
0
0
1
1

松
江

市
東

津
田

町
1
7
4
1
-
3

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
島

根
2
Ｆ

島
根
県
立
心
と

体
の
相
談
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
8
5
2
-
3
2
-
5
9
0
5

0
8
5
2
-
3
2
-
5
9
2
4

中
国

 
(
一

社
)
岡

山
県
精

神
保

健
福

祉
協

会
藤

田
　

健
三

7
0
0
-
0
9
8
5

岡
山
市
北
区
厚
生
町
3
-
3
-
1

岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
8
6
-
2
0
1
-
0
4
4
1

0
8
6
-
2
0
1
-
0
4
4
3

 
(
社

)
広

島
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

山
脇

　
成
人

7
3
9
-
0
3
2
3

広
島
市
安
芸
区
中
野
東
4
-
1
1
-
1
3

瀬
野
川
病
院
内

0
8
2
-
8
9
3
-
6
2
4
2

0
8
2
-
8
9
3
-
6
2
4
2

 
山

口
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

渡
辺

　
義
文

7
4
7
-
0
8
0
1

防
府
市
駅
南
町
1
3
-
4
0

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
8
3
5
-
2
7
-
3
4
8
0

0
8
3
5
-
2
7
-
4
4
5
7

 
徳

島
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

大
森

　
哲
郎

7
7
0
-
8
5
7
0

徳
島
市
万
代
町
1
-
1

徳
島
県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
内

0
8
8
-
6
2
1
-
2
2
2
5

0
8
8
-
6
2
1
-
2
8
4
1

 
香

川
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

中
村

 
 
　

祐
7
6
0
-
8
5
7
0

高
松
市
番
町
4
-
1
-
1
0

香
川
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課
内

0
8
7
-
8
3
2
-
3
2
9
4

0
8
7
-
8
0
6
-
0
2
4
0

四
国

 
愛

媛
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

上
野

　
修

一
7
9
0
-
8
5
7
0

松
山
市
一
番
町
4
-
4
-
2

愛
媛
県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
内

0
8
9
-
9
3
4
-
5
7
1
4

0
8
9
-
9
1
2
-
2
3
9
9

 
高

知
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

明
神

　
和
弘

7
8
0
-
0
8
5
0

高
知
市
丸
ノ
内
1
-
2
-
2
0

高
知

県
地

域
福

祉
部

障
害

保
健

支
援

課
内

0
8
8
-
8
2
3
-
9
6
6
9

0
8
8
-
8
2
3
-
9
2
6
0

 
福

岡
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

神
庭

　
重
信

8
1
6
-
0
8
0
4

春
日
市
原
町
3
-
1
-
7

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
内

0
9
2
-
5
8
4
-
8
7
2
0

0
9
2
-
5
8
4
-
8
7
2
0

 
佐

賀
県

精
神

保
健

福
祉

協
会

門
司

 
 
　

晃
8
4
5
-
0
0
0
1

佐
賀
県
小
城
市
小
城
町
1
7
8
-
9
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